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第１回代議員会報告  

 

  令和６年６月７日（金）に、県立図書館３階研修室において、各団体の代議員出席のもと、群馬県

図書館協会の第１回代議員会を開催したところ、未承認議案が発生したことから、６月１４日（金）に

臨時代議員会を書面開催し、以下の議題についてご審議・ご確認をいただき、承認された。 

   

【議題】 

  １ 群馬県図書館協会関係 

  （1）令和５年度群馬県図書館協会事業報告について  

  （2）令和５年度群馬県図書館協会決算について 

  （3）令和５年度群馬県図書館協会会計監査報告について  

  （4）令和６年度群馬県図書館協会事業計画（案）について 

  （5）令和６年度群馬県図書館協会予算（案）について 

  （6）第 21 回群馬県図書館大会について 

   

  ２ 群馬県読書推進運動協議会関係 

  （1）令和５年度群馬県読書推進運動協議会事業報告について  

  （2）令和５年度群馬県読書推進運動協議会決算報告について  

  （3）令和５年度会計監査報告について 

  （4）令和６年度群馬県読書推進運動協議会事業計画(案)について 

  （5）令和６年度群馬県読書推進運動協議会予算(案)について 

 

  ３  監事の指名について 

      伊勢崎市図書館   和佐田 靖子 氏 

 

  ４ 連絡事項 

    関東地区公共図書館協議会研究発表大会について 

 

 

  【書面審議事項】 

  （1）令和６年度群馬県図書館協会事業計画（案） 

  （2）令和６年度群馬県図書館協会予算（案）  
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図書館（室）職員初級研修「はじめの一歩」 

開 催 方 法：ハイブリッド開催（動画配信については、群馬県公式 youtube チャンネル tsulunos によ

る限定配信）  

開 催 日 時：令和６年４月２５日（木）９：３０～１５：３０ 

会   場：県立図書館 ３階 

配 信 期 間：令和６年５月３０日（木）～令和６年７月３１日（水） 

研修参加者：集合形式２１名 動画形式５５名 計７６名 

研 修 内 容：研修①「図書館の機能と役割」講師：國學院大學栃木短期大学 准教授 秋山美和子 氏 

      研修②「図書館員の業務と心構え」講師：國學院大學栃木短期大学 准教授 秋山美和子 氏 

      研修③「図書館業務の実際」講師：國學院大學栃木短期大学 准教授 秋山美和子 氏 

      研修④「情報サービス入門」講師：日本図書館協会認定司書 星野 盾 氏 

      研修⑤「窓口サービス」講師：群馬県立図書館職員 

      研修⑥「図書館ネットワーク」講師：群馬県立図書館職員 

         

図書館（室）に異動・採用になった職員（正規・非常勤を問わず）を対象に、図書館の基本的な業務

に関する研修を行った。昨年度同様、集会形式と動画形式のハイブリッド開催とした。図書館の機能や

具体的な業務内容、必要な専門用語、少し踏み込んだ理論的な内容、窓口サービスのあり方、図書館職

員として働く上での心構えなどを学んだ。他所属を経て、再度図書館勤務となった職員の復習の機会と

もなった。 

集合形式では、対面のメリットを生かした開催ができた。特に、意見交換の時間は初めての業務にと

まどっている職員の相談を経験者からアドバイスする姿が見受けられた。結果、意見交換は参加者から

好評だった。また、昨年度同様、館内見学を希望する参加者も多く、見学する中でも質問や意見交換を

行う様子が見られた。動画の視聴回数については、次のとおりである。  

 研修①９３回、研修②４３回、研修③４３回、研修④５７回、研修⑤⑥６５回 

 受講者は個々の担当業務に合致した研修を受講することができた。（なお、研修①②③は機材トラブル

により R5 実施の研修内容を配信した。） 

 

≪研修参加者の意見≫ 

・図書館についての基本的な業務や知識を知ることができた。  

・どの講義も知りたかったこと、勉強になることが多く、すぐに明日から実践につなげていきたいと強

く思った。 

・窓口対応等、現場で実際あった体験談等とても参考になった。もう少しいろいろな体験談を聞いてみ

たいと思った。 

・「情報サービス」について、長めの時間設定で、さらに詳しく受講したいと思った。 
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図書館（室）職員実務研修 

開 催 日 時：令和７年１月２３日(木) １３：３０～１６：１０ 

会 場：県立図書館 ３階ホール （対面形式） 

研修参加者：２４名 

研修の内容：○講演 「建てるだけでない仕事：建築家と図書館をつくるということ」 

講師：設計事務所スターパイロッツ代表 三浦 丈典 氏 

○ディスカッション   

コーディネーター：アカデミック・リソース・ガイド株式会社代表取締役 岡本 真 氏 

 

≪研修概要≫ 

現在、県内の複数の自治体で図書館・図書室の建て直しが進んでいる。図書館建築は、図書館職員に

とって数十年に一度あるかどうかの貴重な機会かつ難しい挑戦である。このことから、群馬県図書館協

会では、昨年度から今年度にかけて図書館づくりをテーマに取り上げた研修を行ってきたところである。 

 

実務研修の前半では、全国各地で公立図書館を

はじめとする公共施設・学校等の設計や、まちづ

くりプロジェクトに携わっている建築家の三浦丈

典氏にお話を伺った。東京都瑞穂町や静岡県牧之

原市で三浦氏が手掛けた公立図書館リノベーショ

ン事例（既存施設の改築や商業施設の転用）の紹

介を中心に、建築後の図書館運営ノウハウの工夫

や、リノベーションを経て生じた職員のマインド

セットの変化などにも触れられ、大変示唆に富ん

だ講演となった。 

 

研修後半では、参加者によるグループディスカ

ッションを行い、３つのテーマ（①自分の好きな

読書空間は？②どのような読書や学びを体験した

いか？③そんな読書空間や体験を利用者に提供す

るため図書館職員として何をしたいか？）を出題

した。テーマごとにグループのメンバーを入れ替

えるワールドカフェ形式で対話を進め、結論を出

すことよりも全員が自由な意見が出し合えるよ

う、コーディネーターが進行した。 

市町村立図書館職員を中心に大学・高等学校図

書館職員まで、また初心者からベテランまでバラ

ンス良く参加者が集まったことで、活発な意見交

換ができ、研修をいっそう深めることができた。

参加者からも大変好評であった。 
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大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修 
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催） 

 
日 時：令和 7 年 3 月 24 日（月）15 時 00 分～16 時 30 分 

場 所：群馬大学総合情報メディアセンター中央図書館 1 階ラーニングコモンズ「アゴラ」 

参加者：10 名 

講 演：「図書館の危機管理、こんなときどうする？」   

講師  中沢孝之 氏 （白河市立図書館～りぶらん～館長）  

  

【概要】 

 講師の中沢氏から出されたトピック「図書館が受ける災害は何か？」「それが起こったら図書館はど

うなるか？」「それにどう対応するか？」を具体的に掘り下げながら、グループワーク形式により参加

者同士意見を出し合い検討を行った。＜人・資料・施設＞を守るために、あらゆる時間帯やケースを想

定しながら、個々の図書館が各地域特性や職員体制を踏まえて全職員で検討することの大切さが語られ

た。 

 また、中沢氏が館長を務める白河市立図書館にて実施される様々なイベントも、中沢氏や図書館職員

と地域の方々との豊かな関係性が育まれていることが示され、日頃から図書館職員が利用者とコミュニ

ケーションを取り、友好的な関係性を築くことで、いざという時にも相互に支援・協力体制が取りやす

いことも事例を交えて紹介された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参加者の意見等】 

⚫ 地域の歴史を知って対策を考えるというのは目から鱗だった。 

⚫ とても勉強になった。普段からの利用者への挨拶や声がけが非常時に対してもとても重要なことだ

という学びを職員にも共有していきたい。 

⚫ 普段から、何もない時からの災害を想定した準備の大切さを学んだ。 

⚫ 日頃漠然と考えていることが具体的にイメージでき、業務を行う際にすぐに活かしたいと思った。 

⚫ 危機管理マニュアルの作成に本研修を参考にしたい。 

⚫ 利用者との関係性が図書館運営に生きていることはとても大切だと感じた。 

⚫ あっという間の講演だった。もっとお話をお聞きしたかった。また参加者の方との情報交換をもっ

としたかった。 

 

講師 中沢孝之氏 会場 群馬大学 
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群馬県公共図書館協議会 活動報告 

 

１ 幹事会・理事会の開催 

  令和６年５月２１日（火）に幹事会、５月３１日（金）に理事会を開催し、以下の協議事項につい

てご審議・ご確認をいただき、承認された。 

   

【協議事項】 

    （1）令和５年度事業報告について 

    （2）令和５年度決算について 

       令和５年度会計監査報告について 

    （3）令和６年度事業計画（案）について 

     （4）令和６年度予算（案）について 

  （5）令和６年度役員等について 

    （6）監事の委嘱について 

 

２ 事業報告 

① 図書館（室）職員初級研修の開催 

  群馬県図書館協会主催事業について、企画・運営を行った。詳細報告は、２ページのとおり。 

② 新任館長研修会の開催 

  例年実施している新任図書館長研修について、企画・運営を行った。詳細報告は、６ページのと

おり。 

③ 研究部会の開催 

  利用者サービス研究部会並びに資料収集・整理・保存研究部会については、令和６年度関東地区

公共図書館協議会研究発表大会参加で代えた。詳細報告は、７ページのとおり。 
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新任図書館長研修並びに講演会（群馬県公共図書館協議会主催事業） 

 

日 時：令和 6年 6月 27日（木）13:30～16:30  

場 所：群馬県立図書館 ホール （対面形式）  

参加者：10 名  

日 程：  

１ 講義 「図書館とは何でしょう。その運営と館長の役割 ―白河市立図書館を例に―」  

田中 伸哉 氏 （元・福島県白河市立図書館長） 

２ 図書館長懇談会  

《概要》  

令和 6年度の新任図書館長研修では、講師に東京都墨田区立図書館、佐賀県佐賀市教育委員会市立図

書館開設室、宮城県図書館等に勤務し、2005年から白河市立図書館の立ち上げに参加した後、同館の館

長を務められた田中伸哉氏をお招きした。白河市立図書館は蔵書構築に特色を持たせる一方、市役所を

はじめとした関係各所や地元書店との連携等による多彩な図書館活動を展開することにより、福島県内

だけではなく全国的にも注目されている図書館のひとつである。 

講義では公立図書館の経営、危機管理、サービス計画の作成、ボランティア、蔵書の質を高める選書

方法等について、多岐に渡る観点からお話をいただいた。また、公共図書館の特質・魅力を伝えるユー

モラスな紙芝居の実演も行われ、好評であった。 

 続く懇談会では、参加館長から事前に提出された質問を中心に、書店と公共図書館の協力関係、移住

者・移住希望者にとっての図書館・書店の存在、新刊本の不明等について情報交換が行われた。各話題

では田中氏から豊富な経験に基づいたアドバイスをいただくことができた。 

 

 

 

 

 



7 

 

令和６年度関東地区公共図書館協議会研究発表大会 報告 

 

１ 主 催 

  関東地区公共図書館協議会、群馬県公共図書館協議会、群馬県立図書館 

２ 開催日時及び会場 

(1) 開 催 日    令和６年７月 11 日（木）～12 日（金） 

(2) 開催形式    対面とオンライン配信（zoom ウェビナー）の併用 

(3) 会  場    群馬会館 ホール（前橋市大手町二丁目１－１） 

３ 申込者（実数）  206 名 

４ 参加者（延数）  309 名  第１日目：会場 87 名、オンライン 84 名  

第２日目：会場 72 名、オンライン 66 名 

５ 内 容 

 【第 1 日目】 ７月 11 日（木）14 時～17 時 

(1) 基調講演 「図書館というプロジェクトをデザインする」  

講 師：李 明喜 氏（アカデミック・リソース・ガイド株式会社取締役 CDO）  

(2) 事例発表①「前橋市立図書館新本館基本計画と整備等について」  

講 師：山﨑 隆裕  氏（前橋市立図書館 新本館整備室長）  

 

 【第２日目】 ７月 12 日（金）9 時 30 分～12 時 

(3) 事例発表②「元図書館司書が『本のある空間』を考えてみた」 

「群馬県内市町村立図書館・図書室の近年の動向」  

講 師：田中 志野 氏（つぐみ Books＆Coffee 店主、元安中市松井田図書館司書）  

(4) トークセッション 

 ① モデレータによるオープニングトーク 

         モデレータ：片山 翔平 氏（株式会社いろといろ代表取締役、元群馬県職員） 

  ② トークセッション 

登 壇 者：李 明喜 氏、山﨑 隆裕 氏、田中 志野 氏、片山 翔平 氏 
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群馬県大学図書館協議会 令和６年度活動報告 

Ⅰ．事 業 

１．「会員名簿 2024」の配付 

会員名簿を改訂し配付した。※加盟館 18機関（15大学、2短大、1高専）会員数 122名。 

 

２．「相互協力便覧 2024」の配付   本協議会のホームページに掲載した。 

 

３．会報の発行 

第 52号（10月）を発行し協議会ＨＰに掲載した。第 53 号は 3 月末に発行予定。 

 

４．第 21回群馬県図書館大会の共催   実施なし。 

  

５．共同企画 群馬県大学生ビブリオバトルの開催 

 11 月 2 日に群馬県立図書館にて「全国大学ビブリオバトル 2024 関東 B ブロック決戦」を高崎商科大学

との共催として実施した。本決戦大会は、高大連携として「全国高等学校ビブリオバトル 2024 群馬県大

会」と同日開催した。育英大学、高崎商科大学、群馬大学で行った予選を勝ち抜いた学生 6名からチャン

プ本を獲得した 1 名及び次点者 1 名が選出され、12 月 22 日に昭和女子大学で開催された全国大学ビブリ

オバトル首都決戦へ出場した。 

 

６．創立 30 周年記念事業   創立 30周年記念誌の発行に向け準備中。令和 7年度に発行予定。 

 

 

Ⅱ．会 議 

１．「会報」編集委員会  

オンライン（Zoom）にて、第 52号、第 53号の編集発行について、記事内容等の検討を行った。また、

表紙のデザインについては、前年度に引き続き、加盟館名簿順に紹介の写真をもとに委員会で作成した。

（第 52 号：群馬パース大学図書館、第 53号：上武大学図書館） 

 

２．幹事館会議    開催なし。 

 

３．運営委員会 

令和 6 年度第 1 回運営委員会を 7 月 5 日（金）にオンライン（Zoom）にて開催した。本協議会の令和

6年度実施事業について検討した。 

 

４．総会 

令和 6年度定例総会を 3 月 24日にオンライン（Zoom）及び対面にて開催。総会終了後に、第 1回大学

図書館研究会を開催した。 

 

 ５．群馬県図書館協会運営委員会 

 運営委員として、群馬大学総合情報メディアセンター中央図書館（山内）、高崎健康福祉大学図書館

分館（清水）が参加した。 



9 

 

令和６年度活動報告 群馬県高等学校教育研究会図書館部会 

 

Ⅰ 大会、研修会等 

 １ 総会                         ５月 ８日（水）    総合教育センター 

 （１）令和５年度事業報告、会計決算報告、会計監査報告 

    令和６年度役員及び幹事紹介 

    令和６年度事業計画案、予算案審議 

 （２）地区研修会 

 

 ２ 司書研修会 

 （１）第１回司書研修会           ７月 ４日（木）   総合教育センター 

 （２）第２回司書研修会          １０月 ８日（火）  総合教育センター 

    第１回、第２回とも７つの分科会に分かれて研修を行った。 

    ①パスファインダー ②学校司書の役割  ③基本調査     ④広報 

    ⑤ＩＣＴ      ⑥選書       ⑦探究学習 

 

 ３ 冬季研究大会              ２月１２日（水）  総合教育センター                

 （１）読書感想文コンクール・読書感想画コンクール表彰式及び講評  

 （２）研究発表 

    前橋地区     前橋東高校  司書 由良 かおり 

              「前橋東高校図書委員会の活動～多様な体験を目指して～」 

    桐生・みどり地区 桐生清桜高校 教諭 羽石 もなみ／司書 伊藤 果恵 

              「図書委員の交流の在り方～図書委員のおすすめ本の共有を通して～」 

 

 

 Ⅱ 各種事業 

 １ 第７０回青少年読書感想文全国コンクール群馬県内審査 

    作品提出締切日   ９月２７日（金）  参加校 ４６校  ６，０８７編応募 

    最終審査日    １１月１５日（金）          館林女子高等学校 

       最優秀賞  ２編（自由読書の部１編、課題読書の部１編）は中央審査会へ出品 

 

 ２ 第３６回読書感想画中央コンクール群馬県内審査 

        作品提出締切日   １月１０日（金） 参加校 １３校    １３８点応募 

        最終審査日     １月１６日（木）          館林女子高等学校 

        優秀賞   ４点（自由読書の部２点、指定読書の部２点）は中央審査会へ出品 

    学校賞  ３校（前橋女子高等学校、前橋東高等学校、前橋市立前橋高等学校） 

 

 ３ 部会誌『紀要』令和６年度・第６０号発行          ３月３１日（月） 
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令和６年度 群馬県小中学校教育研究会学校図書館部会 事業報告 

 

１ 総会  

    令和６年５月２９日（水）           

会場：大泉町文化むら  

                       

２ 第７０回青少年読書感想文全国コンクール群馬県審査会       

    第１回  令和６年１０月１１日（金）  

各支部から代表作品を事務局にデータで提出、集約し審査員に送付  

    第２回  令和６年１０月３０日（水）      会場：大泉町公民館  

     ※小学校(低・中・高 )、中学校の各校種で自由読書・課題読書の各部より各１点、    

計８点を県代表作品として、全国学校図書館協議会へ送付   

※全国コンクールでの入賞者  

         小学校高学年の部  自由読書の部  全国学校図書館協議会長賞    

         玉村町市立玉村小学校  ５年 新井 汐さん  

     

３ 第３６回読書感想画中央コンクール群馬県審査会    

    令和７年１月１６日（木）  大泉町公民館（邑楽郡小中学校美術図工部会に審査依頼）  

    ※小学校(低・高)、中学校の各校種で自由読書・指定読書の各部より各２点、       

計１２点を県代表作品として、中央審査会へ送付        

       ※全国コンクールでの入賞者  

         中学校の部  指定読書の部  優秀賞  

         伊勢崎市立第三中学校  １年 柳沢 藍那さん  

 

４ 学校図書館司書部会  

  学校図書館司書部会定期総会  

   令和７年 1 月２１日（火）  

   高崎市シティギャラリー  

 

４ 正副支部長会議（書面開催）   

令和７年３月４日（火）（資料をメールにて送付）  

令和 7 年 3 月２１日（金）（意見集約）  
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令和６年度 読書感想画コンクール群馬県最優秀作品 
 

小学校低学年【指定読書の部】          【自由読書の部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年【指定読書の部】          【自由読書の部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校【指定読書の部】              【自由読書の部】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和６年度  

 群馬県図書館協会会報  

           ＮＯ．１９（令７．３．３１）  

 

 

 

   編集：発行  群馬県図書館協会  

 

    事  務  局   前橋市日吉町１－９－１    

群馬県立図書館内  

 

      TEL   ０２７（２３１）３３３６  

FAX  ０２７（２３５）４１９６  

 

 

 


